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ｏ
市
口
の
官

文
　
字

施
工
者

施
　
主

昭
和
”
年
（１
９
５
７
）創
建

（所
在
地
】
大
九
山
の
南
斜
面

昭
和
Ｉ
年

（１
９
３
７
）
に
始
ま

っ
た
日
中
戦
争
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
の
犠
牲
者
２
７
６

名
を
祀
る
．
春
秋
の
年
２
回
の
祭
り
を
し
て
き
た
が
、
４５
年
後
木
段
が
傷
ん
だ
た
め
平
成
１４
年

（２
０
０
２
）
４
月
２７
日

『戦
没
者
慰
霊
之
碑
」
と
刻
ん
だ
石
碑
に
祀
り
替
え
た
。

名

　
清

ら

　

　

だ

み
・や

よ

イ

寸

■

，

ヽ

＾

長
野
県
氏
族
会
長
　
西
村
　
止
　
氏

駒
ヶ
根
市
　
矢
野
工
業
産

山
本
脩
平

（高
森
町
市
口
地
区
遺
族
会
長
ヽ

遺
族

一
同

委
員
８
名
．
監
事
２
名
、
道
族
会
理
事
会

地
区
毎
に
あ
る

［
一
区
］

戦波者慰霊碑

市日の官

４

ん
　
も
う

　
か
ん
　
け

い
　
じ
●
ん

な
ん

　

し

ゃ

　

い
　
　
れ

い
　

ひ

②
高
森
町
満
蒙
関
係
殉
難
者
慰
霊
婢

昭
和
“
年

（１
９
８
１
）
４
月

　

一高
森
町
満
蒙
関
係
殉
難
者
慰
霊
碑
建
設
委
員
長
　
林
　
小

遺
族
及
生
還
者

一
同

長
野
県
知
事
　
吉
村
午
良
　
書

石
工
　
　
山
岸
真
夫
　
上
原
大
次
　
松
尾
勝
司

慰霊碑

昭
和
“
年
（１
９
８
１
）
４
月
建
立

【所
在
地
】
大
丸
山
南
斜
面
市
日
の
宮
の
西

満
蒙
の
大
地
に
民
族
協
和
に
よ
る
楽
十
建
設
と
い
う
日
本
民
族
の
理
想
と
．
同
上
防
衛
と
い

う
使
命
達
成
の
た
め
に
社
し
進
め
ら
れ
た
重
大
国
策
に
よ
り
、
６
０
０
余
名
が
満
蒙
に
渡
り
、

昭
和
２０
年

（１
９
４
５
）
の
敗
戦
に
よ
り
血
と
汗
の
結
品
は

一
時
に
し
て
つ
い
え
去
っ
た
。

町
中
で
実
に
２
７
０
余
名
の
未
だ
還
ら
ぎ
る
遺
骨
の
あ
る
中
で
３５
年
が
過
ぎ
た
．
町
内
全
戸

及
町
外
関
係
者
か
ら
の
浄
財
に
よ
り
、
慰
霊
碑
を
建
て
殉
難
者
の
御
霊
を
合
祀
し
、
安
ら
か
に

眠
ら
れ
ん
こ
と
と
、
再
び
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
を
誓
っ
て
こ
の
碑
を
建
立
す
る
。
と
碑
陰
に
あ

る
。
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+王堂の遠景
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ザ
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==_ワ

区

井

0―
ェ
と
は
、
亡
く
な

っ
た
人
が
生
前
に
ど
ん
な
罪
を
犯
し
た
か

を
冥
土
で
裁
く
ｆ
次
の
十
人
の
工
で
あ
る
。

秦
広
Ｉ

（７
日
目
γ

初
江
王

（２７
日
日
γ

宗
帝
王

（３７
日
日
）
・

´ヽ　
●●　
　
　
　
　
　
こ
が
　ヽ
　
　
　
え
た
一〓　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
せ^
い

■
官
■

（４７
日
目
Ｔ

間
魔
王

（
５７
日
目
）
■
変
成
王

（６７
日
日
Ｔ

大
山
工

（７７
日
目
Ｔ

平
等
王

（百
日
日
Ｔ

都
市
王

■

年
日
Ｔ

五
道
輪
廻
土

（三
年
目
）
と
、
阿
弥
陀
様

（情
け
を
か
け
る
）
ゴ

一

途
の
川
を
渡

っ
て
き
た
亡
者
の
着
物
を
脱
が
す
脱
衣
婆
、
そ
の
衣

類
を
天
秤
に
掛
け
て
調
べ
る
懸
衣
翁
．
人
頭
杖

（男
女
の
頭
の
つ

い
て
い
る
杖
．
男
は
見
る
、
女
は
嗅
ぐ
）
、
鏡
に
写
し
て
観
る
浄
破
璃

の
鏡
が
あ
る
。

そ
の
南
に
宝
永
４
年

（１
７
０
７
）
９
月

・
天
保
Ｂ
年

（１
８

４
２
）
６
月

・
天
明
３
年

（１
７
８
３
）
２
月
．
他
５
基
の
石
仏

が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
※
二
区
の
安
養
寺
の
十
王
様
を
参
照
す
る
．

ヽ

　

ヽ
　
‐

０

馨
否

■
名
付
け
の
出
来

昭
和
３
年

（１
９
２
８
）
頃
、
本
の
橋
か
ら
今
の
コ
ン
ク
リ
ー
ー
の
橋
に
な

っ
た
。

明
治
４
年

（１
８
７
１
）
に
本
橋
を
広
げ
て
架
け
祥
え
た
と
き
．
清
「馬
の
吉
川
権
九
朗
氏
が
多

大
な
木
材
を
出
し
て
く
れ
た
。

粋
な
人
で
、
飯
田
の
■
本
松
に
通

い

「雲
井
」
と
言
う
馴
染
み
の
女
が
い
て
、
橋
代
の
お
礼

に
こ
の
女
の
名
前
を
つ
け
て
く
れ
．
と
言
う
こ
と
で
こ
の
橋
の
名
が
付
い
た
と
い
う
。

+王堂の十二様

堂の脇の石仏人体

【所
在
地
】

唐
沢
の
北
沢
幸
保
氏
宅
前
道
路
ぎ
わ

〓
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］

【所
在
地
】
中
塚
市
郎
氏
宅
の
東
側
に
あ
る
橋
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や

ま

か

み

・
一
・覇
．カ
キ
■
■
■
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”Ｆ
●
ｒ

ｏ
ム
の
沖
・蚕
工
紳
（耕
地
の祭
り
）

⑩
塚

越

の

塚

（北
昼

号
古
墳
）

【所
在
地
】
唐
沢
洞

北
澤
理
勝
氏
宅
西

る
。
現
在
は
２７
軒
で
あ
る
。

石
段
左
側
に

『明
和
元
年
１２
月

（１
７
５
４
）
の
刻
み
が
あ
る
．

山
の
釉
∵
蚕
玉
神
の
石
段

北
澤
理
勝
氏
宅
上
の
唐
沢
洞
の
石
段
の
上
に
祠
が
あ
る
。

日
露
戦
争
以
来
休
ん
で
い
た
が
、
昭
和
７
年

（１
９
３
２
）
膚
沢
の
災
害
復
旧
工
事
完
成
祝
い

を
機
に
昭
和
８
年

（１
９
３
３
）
５２
軒
の
北
村
耕
地
全
家
庭
が
参
加
し
て
祭
り
を
再
会
し
て
い

一
　

だ

〓
＾
　

か
み

・ヶ..t'_■
'J、
|_

大山祇神・蚕玉神
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つ
か

　

ヽ
一し

つ

か

南
側
に
石
室
の
人
口
と
思
わ
れ
る
２
本
の
石
が
ｌ

ｍ
ほ
ど
の
間
隔
で
斜
め
に
立

っ
て
い
る
。

中
塚
市
郎
氏
は
子
ど
も
の
頃
石
室
の
中

へ
入

っ
て
遊
ん
だ
と
言
う
。
故
北
澤
金
人
氏
も
生
前
に

同
じ
話
を
さ
れ
て
い
た
。
桧
の
大
木
が
３
本
と
柊
山
桜
等
が
鬱
蒼
と
し
て
い
て
道
を
通
る
人
は

恐
れ
て
い
た
と
言
う
。

塚
上
に
は
北
澤
家
の
氏
神
と
天
満
宮
が
祀
ら
れ
て
い
る
．
町
史
に
埴
輪
と
直
刀
が
出
た
と
記

所
在
地

1ヒ

島

同]
氏

家
の
月lJ
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み
ら
・

①
讐
「
一　
一輝
い
（資
料
館
前
）
（瀬
高
）
（塚
越
）

よ

ｔ

　

の

‘

ｏ
久
保
口
延
陣
還
暦
白
賛
歌
婢

【所
在
地
】
歴
史
民
俗
資
料
前
、
瀬
高
宅
裏
、
塚
越

資
料
館
前

歴
史
民
俗
資
料
館
人
口
、給
食
セ
ン
タ
ー
前

北
せ
ん
く
わ
う
し

（善
光
寺
）
道

東
ふ
な
と

（舟
渡
）
道

市
き
く
わ
う
し

（座
光
寺
）
道

塚
越
の
塚
北
　
木
下
正
夫
氏
宅
北

右
さ
か
う
し
道

（座
光
寺
）

左
あ
き
は
道

（秋
業
）

し

る
´ヾ

瀬
高
氏
宅
裏

北
善
光
寺
道

東
舟
渡
道

市
座
光
寺
道

１
１
〓
ι

′
′

［
一
区
］

『
や
ネ
そ
ネ
と
足
ふ
間
も
な
く
■
十

ｔ
え

体
下
よ
と
そ
ろ
に
今
み
そ
じ
ほ
ど
』

当
主
昌
幸
氏
よ
り
四
代
前
の
お
爺
さ
ん
で
飯
日
の

歌
詠
み
の
人
に
教
わ
っ
て
い
た
ら
し
い
。　
一
区
唯
二

の
歌
碑
で
あ
る
。

歌碑のある遠景
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久保田氏還暦自責歌碑

文
政
１０
年
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立
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在
地
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保
日
昌
幸
氏
宅
裏
氏
神
の
若
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瀞
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ｏ
古

御

屋

七
向
い

城
趾
碑
建
立

（昭
和
５２
年

（１
，
７
７
）
陽
寿
好
日

光
澤
北
澤
両
家
建
立
）

現
、
光
澤

・
北
澤
家
の
所
有
に
よ
る
３０
坪
前
後
の
氏
神
社
用
地
は
、
も
と
も
と
光
澤
金
治
氏
の
所

有
で
あ
っ
た
．
以
前
は
社
背
面
西
側
の
谷
川
ま
で
と
、
前
面
中
間
段
境
ま
で
の
相
当
地
籍
を
所
有
し
、

今
川
家
、
北
澤
家
．
峰
谷
家
の
地
所
に
隣
接
し
て
い
た
。

光
澤
金
治
氏
の
長
男
が
東
京
に
お
い
て
大
学
卒
業
直
前
の
不
慮
の
事
故
で
急
逝
後
．
時
を
経
て
昭

和
３９
年

（１
９
６
４
）
に
氏
神
社
用
地
以
外
の
大
部
分
を
高
森
町
他
に
譲
渡
し
．
同
時
に
当
用
地
を

当
家
か
ら
光
澤

一
統
に
譲
り
受
け
た
。　
一
統
の
氏
神
が
い
つ
の
時
点
か
ら
祀
ら
れ
た
か
は
定
か
で
な

い
が
そ
れ
よ
り
相
当
前
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

ふ

る

〓

区
］
　

一所
在
地
】
高
森
南
小
学
校
南
側
、山
林
の
中

松
岡
城
支
城
の

一
つ

段
下
に
お
姫
様
の
化
社
水
Ｌ
言
わ
れ
る
■
戸
が
あ
る
．
（蜂
谷
家
の
氏
神
境
内
内
）

社
の
防
の

一史
臓
古
御
屋
城
趾
」
な
る
石
碑
建
立
は
、
当
時
の
一
統
代
表
が
話
し
合
っ

て
．
そ
う
い
う
も
の
を
建
て
よ
う
か
と
ま
と
ま
り
、
特
に
町
へ
の
依
存
も
無
く
．
自
■
的

自
費
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
羽
料
の
石
柱
は
．
北
澤
理
勝
氏
が
以
前
か
ら
そ
の
つ
も
り
で

準
備
し
た
も
の
が
氏
宅
に
あ
り
、
飯
田
市
砂
払
の
馬
場
円
石
材
店
に
光
澤
正
晴
氏
が
手
配

し
て
製
作
し
た
。
碑
文
の
拝
４
は
光
澤
勝
男
氏
が
瑠
璃
寺
の
僧
正
と
親
交
が
あ
っ
て
依
頼

し
た
。
建
立
作
業
は

．
続
の
老
若
出
合
っ
て
行
わ
れ
た
。

も
う

．
方
の
東
側
に
あ
る

「古
御
屋
之
霊
」
な
る
石
碑
建
立
の
経
緯
は
定
か
で
な
い

が
．
そ
の
■
置
が
従
前
光
澤
金
治
氏
所
有
で
あ
っ
た
こ
と
と
．
建
立
が
高
森
町
他
へ
譲
渡

の
時
よ
り
相
当
に
前
で
あ
る
こ
と
か
ら
．
氏
を
中
心
に
同
様
の
経
世
が
あ
っ
て
の
こ
と
と

思
わ
れ
る
．
以
後
現
在
ま
で
、
氏
神
祭
の
折
り
に
は
欠
か
さ
ず
慰
霊
じ
祀
っ
て
い
る
．

（光
澤
金
良
氏
調
査
）

一
一

見
張
り
所
で
あ
る

.抒

山
輪
に
は
監
視
丘:

,い

tヽ

た

と

思
わ
れ
る
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